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地質調査所所蔵のメキシ茗産自亜紀化石

田中啓策(地質部)

�楳慫畔���

はじめに

メキシコ大西洋側から米国テキサス州にかけてメキ

シコ湾岸地域には海成白亜系が広く分布している.

テキサス州の白亜系についてはこれまでに多くの層序

学的･古生物学的研究が積まれ幾多の化石帯が認定さ

れてきた･こうしてテキサス州の中部地域は世界

における白亜系の標準地域の1つとたっている1一方

メキシコ大西洋側地域の白亜系に関する化石層序学的知

識はテキサス州の場合ほど豊富ではない.

ところでメキシコ北部のコアウイラ(Coahui1a)州

周辺の地域は同国の白亜系の代表的地域として知られ

ている.筆者は最近コアウイラ州北酉部の白亜系

から採集された化石を鑑定する機会を得たがその結果

当地域より未報告の種類も追加できた.

以上のような次第で上記の化石標本の概要を紹介し

あわせてコアウイラ地方の白亜系化石層序について新知

見を中心にあらましを述べる.なおここで紹介する

メキシコ産の白亜紀化石標本は金属鉱業事業団の御好

意により地質調査所に寄贈されたものである.
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第1図化石標本産出地域(横線部)

ユ.コアウイラ地方北酉部

2.イダノレゴ地方

なお所蔵化石標本の中にはイダルゴ地方の上部ジ

ュラ系のラストランガス(LasTrancas)層とみなされ

る地層から産したアンモナイト化石スピチセラス

∫力倣6舳3(3加伽グα5)sP.(標本番号6870)も含まれて

いることを付記しておく.

化宿の種類

地質調査所に所蔵されているメキシコ産白亜紀化石は

おもにコアウイラ州北酉部から採集され一部はその南

東のイダルゴ(Hid･1g･)州から産したものである(第1

図).これらの化石はGSJF6715～67276760～

67956800～68816886～68898812～8860の標本番号

で登録されている.

標本は巻貝･二枚貝･アンモナイト･ウニからなる.

同定されたおもな種類は第1表に示す通りである.

ここでは化石標本登録番号(番号の前に付ける略号GSJ

Fを省略)と産出地層を併記しておく.内訳は腹足

綱(巻貝)1属1種二枚貝綱15属23種頭足綱(アンモ

ナイト)30属37種ウニ綱2属2種である.二枚貝の

大部分はイノセラムスと厚歯二枚貝である.リストに

挙げた種類のほかに化石層序の面であまり重要で次い

種類も若干あるがこれらは今回のリストから省いた.'

1985年1月号

化眉産出地層の年代

コアウイラ地方の白亜系は基盤の先白亜紀(古生代

?)の結晶片岩を傾斜不整合におおい第三紀の火山岩

類に不整合におおわれている.白亜系の層序は第2表

の通りであるがここに示した層序総括表は基本的に

はコアウイラ州北部に関するスミス(SMIT亘)(ユ970)の報

告北方隣接のテキサス州南西部に関するマックスウェ

ル(MAxWELL)ほか(1967)の報告に従っている.

コアウイラ地方の白亜系は下位よりコアウイラ“統"

(Coahui1an)コマンチェ“統"(Comanchean)ガル

フ“統"(Gu1fi･n)に3大別されさらに各統が細分さ

れている.第2表でボッキｰジャス層とした地層は

マックスウェルほか(1967)のエルンスト(Emst)部属

に相当する.

地質調査所所蔵化石標本は第2表に示した白亜系諸

層のうちプエノレトリコ(PuertoRico)テレフォンキ�
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第1表

地質調査所所蔵のメキシコ産白亜紀化石のリスト

腹足綱

1.W召〃肋αsp､ネリネア6726.6727ED

二枚貝綱

2.1ηoc㈹舳∫sp.aff.1.c7伽s{MANTELLイノセラムス･クリップシに近縁の種6766B

3.1〃0c〃α刎〃8(∫吻｡cθ7αη伽3)sp.exgr.1.(1.)1α刎α7c肋PARKINsON

イノセラムス･ラマルキに類属の種6760.6761Bq

4."oc舳舳s("oc舳舳1s)sp.aff.1.(1.)μがθ伽∫WHmI肌D

イノセラムス･ヘルプレタスに近縁の種6762.6763Bq

5｡∫刎062γα閉〃8("α厚α励627α㎜〃∫)sp.cf.∫.("､)s〃あσ〃α♂7αま刎s(Sc亘LむTER)

イノセラムス(マカディセラムス)･サブクワドラｰタスに比較される種6765SV

6.〃〃〃｡〃θ81α〃α肋3(SCHL0丁朋IM)ミチロイデス･ラビアｰタス6767.6768Bq

7･"ツ湖｡肋8sP.aff.〃.肋蜘SowERBYミチロイデス･ラｰタスに近縁の種6769～6772Bq

8･""10伽3(～)sP.c£".(P)5肋肋"SOK0L0wミチロイデス(?)･スタントニに比較される種

9･1ηoc舳舳∫(〃αり｡〃α㈱s)sP,exgr.1.(P.)6〃｡娩∫WEGNER

イノセラムス(プラチセラムス)･サイクロイデスに類属の種6777～6779SV6780.6781M

10･1勿｡c〃α伽㈱(P1αり｡脈α舳〃∫)sp.cf.1.(P.)がακ吻〃8LOGAN

イノセラムス(プラチセラムス)･プラチナスに比較される種6774.6775P6776S

11.1ηoc〃ω伽㈱(〃αり627α刎蜘)〃〃ゴ〃ατoカ〃｡αま㈱R0EMER

イノセラムス(プラチセラムス)･ウンデュラトプリカｰタス6782～6784.6796～6798SV

12.8脈理伽α(?)sp.セルジピア6795B

13."勿伽｡眺sp.ディディモチス6794SV

14.Rη〃2〃αsp.レクイｰニア6717ED

15.Co7α肋｡肋α刎αsP､コラリオケｰマ6718ED

16｡〃αgあがツ｡肋ssp.ブラジオプテクス6719ED

���

17.ηま伽08〃｡o肋ω(?)sPチタノサルコリテス8827ED

18｡亙幼μ7伽∫sp.ヒップリテス6720ED6721S

19.沢α励0"2∫sp.ラディオリテス6722.8823ED

20.万0〃励｡1伽3sp.エオラディオリテス6723ED8828SE

21｡捌グα"o1伽5(?)spビラデイオリテス6724S

22.8o〃〃｡"αsp.ブルノニア6725.8825ED

23.Gリ〃αθα(s.1.)ωαs倣α刎sおHILLグリフェア･ワシタェンシス6715SP

24.亙尤｡星Wα(亙尤｡gWα)力｡〃〃08αR0EMERエクソジラ･ボンデロｰザ8836P

頭足綱アンモナイト目

25･λ蜘〃α〃0θ〃8sp.アウストラリセラス6800LP

26.1励｡肋刎伽∫sp.イディオハミナス6802SP

27."α"θ"α("α7{θ"α)sp､マリｰラ6803DR(?)

28.Sω1α7伽ssp､スカラリテス8821S

29.P01〃妙｡ゐ｡cθ7αssp.ポリプチコセラス6881.8818S

30.Scψ倣θssp.スカフィテス8819S

31.0τ08cψ腕2∫sP.オドスカフイテス88!5S

32.P伽｡3"(s.1.)sp.プゾシア6805SP

33.σ〃なθ〃αん肋〃HUMPRREYウｰリゲラ･リｰデリ6807LP

34.σ〃なθ"αsp.ウｰリゲラ6808LP

35.肋"伽加プα∫sp.aff.月.肋6"2閉8θSc0TTビュｰタンチセラス･ハッチェテンセに近縁の種6809A

36.Noωα脇28sp.ノワキテス6874M

37.C加10"c〃α∫(C加1o〃た召閉s)sp.チェロニセラス6810C

地質ニュｰス
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38.P〃励｡〃伽∫〃;肋｡"Sc0TTパラホプリテス･ウイントニ6811.68!2.6814.6815LP

39.亙〃αε伽批｡力肋召ssp.cf.H.1召α触α8且UMPHREYヒパガントプリテス･リｰンゼｰ6835LP

40一∬ノカαcα〃まカ｡力〃加8sp.cf.11.刎αツグ{θ16θ勿∫たSCOTT

ピハカントプリテス･メイフィｰルデンシスに比較される種6821GR

41.∬〃αc伽〃砂1伽∫sp.ヒパガントプリテス6820A

42.刀｡伽〃必舳8sp.cf｡刀｡3μ"Sc0TTドウビライセラス･スバｰシに比較される種6822A

43.ηoω;脳6舳ssp.cf.D｡■㈱娩{(Sc0TT)ドウビライセラス･リｰザイディに比較される種6823A

44.刀刎〃刎｡ヅα加5加舳θ(HILL)ドゥフレノイア･ジャスチネｰ6824～6830LP

45.1)｡ゲ〃焔｡ツ{αsp.cf.ρ.8王θ〃2θ"HUM閉REYドゥフレノイア･ステンツェリに比較される種6831LP

46.B〃｡肋α"伽8〃αzα8θ〃5{8(BURcK且ARDT)ブルックハルディテス･ナザセンシス6834LP

47.α0{0c27α8(P)sp.クロイオセラス6839LP

48.E惚0刎0c27α8(P)sp､エンコノセラス6837SP

49.P1αcθ肋｡θ7αs刎θ2肋BむHMプラセンチセラス･ミｰキ6868.6869.6871P

50.α2o〃｡〃ω(αθo〃｡27例)sP.クレオニセラス6838SP

51.亙0〃伽8(H0φ肋θ∫)sp.ホプリテス6840～6842SP

52.So伽舳伽sp.cf.3.刎"舳Sc0TTソネネラチア･ミニマに比較される種6843.6844LP

53.γθ脇｡〃｡θ7α8sp.cf二γ.脇伽舳YoUNGフェネゾリセラス･テキサナムに比較される種6845SP

54.λ荻加8伽∫加ωoθ郷土5(BむsE)アドキンシテス･ブラヴォエンジス6847SP

55.A搬加曲ε∫sp.アドキンシテス6848SP

56."o〃｡"cθ7α8(刀"α6oc〃α5)sp.モノレドニセラス(ティラドセラス)6851A

57.〃0〃｡〃｡θ〃3(〃｡〃0〃｡〃α8)sp.モルトニセラス6853.6854SP

58.S左0"α后αゴα(s,1.)(?)sp.ストリツガイア6856DR

59.β〃仙北θ7α5sp.ブｰグイセラス6857DR

60.丁孤α肋θ8(τ鮒伽伽∫)sP.cf.T.(下一)乏θ〃舳sR0EMER

テキサニテス･テキサナスに比較される種6859SV

61.η2"ωα72"αゴ伽4YoUNGデラワレラ･デインイ6872.6873P

ウニ綱

62.∬o1α8ま3グ伽肋sCRAGINホラステル･ナナス

63.H伽7α腕7sp.ヘテラステル6889LP

��������

学名略号

aff｡近縁の

｡f.比較される

exgr･

SP･

類属の

種

地層名略号

Aアウロｰラ(Au1ora)層

Bブｰグ(Buda)層

Bqボッキｰジャス(Boqui11as)層

Cクピド(Cupido)層

DRデルリオ(De1Rio)層

EDエルドクトｰル(ElDoctor)層

GRグレンロｰズ(G1enRose)層

�

�

倀

匀

卅

�

�

ラペｰニャ(LaPe五a)層

メンデス(Mendez)層

ペン(Pen)層

ソヤタル(Soyata1)層

サンタエレｰナ(SantaE1ena)層

スｰピｰクス(SuePeaks)層

サンヴィセンチ(SanVicente)層

1985年1月号�
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写真1ラペｰニャ層崖刀げプ2η0ヅα加8伽α2(HILL)

��

ヤニオン(TelephonCanyon)デルカルメン(De1Car-

men)アグノ･(Aguja)の4層を除いたほかのすべての

地層から採集されたものである.

さらに所蔵化石標本には前述のようにイダルゴ州

に分布する白亜系から産したものも含まれている･こ

れらの化石標本はエノレドクトｰルソヤタルメンデ

スの各層から採集された.エルドクトｰル層はコマン

チェ統にソヤタル層と上位のメンデス層はガルフ統に

属する一

ここで紹介する化石標本には地層の年代を決定する

のに役立つアンモナイトやイノセラムスが多い･そこ

でアンモナイトやイノセラムスを中心に特徴化石に

もとづいて産出地層の年代を下位の地層から順次説明

しよう.

クピド層これまでに年代を明示する化石を産してい

なかったカミ所蔵標本中にはチェロニセラスがある､

このアンモナイトはアプチアン(Aptian)を特徴づける

ものである.

第2表コアウイラ地方白亜系の層序総括表

年代��層序区分�層厚(m)�岩杣

��アグン･層�120+�砂岩及びシルト質粘土岩

��ベン層�200�泥灰岩及び舳.1二者7恢岩･砂岩を伴う

��サンヴィセンチ層�100一一150�チョｰク及び石灰岩

��ボッキｰジャズ層ブｰグ層�150-200�石灰岩泥灰岩互層

���20-50�川大岩

.L都ピ1亙系下部白亜系�ガノレフ統コマンチェ統�デルリオ層�0.5-30�工迂岩及びイf灰岩

��サンタエレｰナ属�220-270�石灰岩

��スｰピｰクス層�30-1OO�泥灰岩及び貞岩

��デルカルメン層�120�石灰岩

��テレフ才ンキ加ニオン層�20�石灰岩及ぴ泥灰岩

��グレンロｰズ層�370�石灰朴

��ラペｰニャ層�95�泥灰岩及びシルト岩

�コアウイラ統�クピド層�290�石次榊支ぴ頁持

��プエルトリコ層�150�砂岩及び礫岩

ラペｰニャ層特徴的な化石としてはパラホプリテ

スとドゥフレノイアの産出が従来より知られていた.

以下本文中で“産出カミ従来より報告されている"とい

うような表現では当地域のほかに隣接するテキサス

州南酉部地域(マヅクスゥェノレ1967スミス1970)も扱

っている.上記のアンモナイトにより本層は上部ア

プチアンに対比されてきた.今回この地層からは

かなり多数のアンモナイトの個体が採集され実際にパ

ラホプリテスとドゥフレノイアが多い一おもな種類は

アウストラリセラス(写真2-2螺環の巻きの解げ具合か

らみると上部アプチアン型のものといえる)ウｰリゲラ･

写真2→

メキシコ産白亜紀アンモナイト･イノセラムス化石

1刀oω刎挑〃α∫sp.cf｡η.7θθ曲θ左(SC0TT)×0.9アウロｰラ層

化石雌型より作製した雄型ゴム模型

"s吻眈〃α∫sp.×O.8ラペｰニャ層a側面b腹面

λ汲肋曲θ8"ω0刎挑(B6sE)x1.2スｰピｰクス層

"尾加曲2s"刎0召〃ぬ(B6SE)x1.2上記標本(雌型)より作製した雄型ゴム模型

P〃励0が伽8ω"0"SCOTT×1ラベｰニャ層

〃ツ棚o肋8sp.aff.〃.1α肋∫(SowERBY)×1.4ボッキｰジャス層

地質ニュｰス365号�
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リｰデリパラホプリテス･ウイントニ(写真2-5)ヒ

パガントプリテス･リｰ;/ゼｰに比較される種ドゥフ

レノイア･ジャスチネｰ(写真1)ドゥフレノイァ･ステ

ンツェリに比較される種ブルックノ･ノレディテス･ナザ

センシスクロイオセラス(?)ソネネラチア･ミニマ

に比較される種である･これらのアンモナイトはド

ゥフレノイア･ジャスチネｰのほかはすべて今回新た

に追加されたものである.本属が上部アプチアンに対

比されてきたことは上記のアンモナイトの組み合わせ

からも妥当である.

ゲレンロｰズ層所蔵標本中にはこれまでに産出が

報告されてきたヒパガントプリテス･メイフィｰ一ルデン

シスに比較されるアンモナイトかある.ほかにアン

モナイトのドウビライセラスも報告された.本属の

上位に重なるテレフォンキャニオン層その上につづく

デルカルメン層の両方からは年代決定に有効た化石を

産しない.しかしながらさらに上位に重なるスｰピ

ｰクス層の下部から産した所蔵標本中にはクレオニセ

ラス(クレオニセラス)がみられる.したがってグレ

ンロｰズ層の化石標本の産出層準は下部アルビアン

(A1bian)に対比されることになる.

アウロｰラ層北部コアウイラ地方¢)西部地区南部に

分布しおもに石灰岩及び泥灰岩からなる.厚さは

340～460m.本属は第2表に示していないがグレ

ンロｰズ層からデルカルメン層にいたる地層の同時異相

とみなされている.一方隣接地域ではグレンロｰ

ズ層から後述のサンタエレｰナ層(上部アルビアン)にい

たる地層の同時異相とみなす見解もある･所蔵標本の

アンモナイトは化石層序的にみて3層準から採集され

た･下位層準からヒパガントプリテス中位層準から

ドウビライセラス･スパｰジドウビライ古ラス･リｰ

ザイディそれぞれに比較されるアンモナイト(写真2-1)

上位層準からモルトニセラス(デイラドセラス)が得られ

た.これらのアンモナイトはすべて未報告のもので

ある.下位層準は下部アノレピアンないし上部アプチア

ンに属する.中位層準は下部アノレピアンに上位層準

は上部アルビアンの下部に対比される.

スｰピｰクス層これまでに多種のアンモナイトが報

告されている･所蔵標本中のアンモナイトを産する層

準は主要なものとして下位層準･第1中位層準･第2

中位層準及び上位層準の4層準が認められる.下位層

準のアンモナイトはクレオニセラス(クレオニセラス)

に同定される.ただしこの化石は転石として採集さ

れたが後で記すアンモナイトよりも下位の層準から由

来したものである｡第1中位層準からはホプリテス

(ホプリテス)その上位の第2中位層準からはフェネゾ

リセラス･テキサナムに比較される種カミ得られた.両

方のアンモナイトは当地域では新たに見いだされたも

のである､上位層準から採集されたアンモナイトには

アドキンシテス･ブラヴォエンジス(写真2-32-4)

モノレドニセラス(モルトニセラス)(写真3-1)がある.

前者のアンモナイトはテキサス州中部の白亜系の示準

化石でありすでにこの地域から報告されており後者

のアンモナイト属の産出も従来より知られている.下

位層準はおそらく中部アルビアンの下部に属するであろ

う.中位層準は中部アルビアンに上位層準は上部ア

ルビアンに対比される.

サンタエレｰナ層年代決定に役立つ化石を産してい

ない｡上下の地層の年代から判断すると上部アノレビ

ァンに対比してよい.

デルリ才層アンモナイトではこれまでにストリ

ツガイアの産出が報告されている｡所蔵標本中のアン

モナイトにも上記の層とみなされるものがある.さ

らにマリｰラ(マリｰラ)ブｰグイセラス(写真3-2)

に同定されるアンモナイトも新たに追加できた.これ

らのアンモナイトによって本属を下部セノマニアン

(Cenomanian)に対比することができる.

ブｰグ層年代決定に利用可能な化石として従来よ

りアンモナイトのブｰグイセラスが報告されていたが

今回二枚貝のイノセラムス･クリツブシに近縁の種

(写真3-6)も追加できた.このイノセラムス種は

米国西部内陸地域や北米太平洋岸で示準化石となってい

←一写真3

メキシコ産白亜紀アンモナイト･二枚貝化石

"o〃｡〃{c〃α∫("o肋η北〃α∫)sp.xO.9スｰピｰクス層

B"α{c〃α8sp.x0.9デルリオ層

1)吻伽｡ぬsp.×1.2サンヴィセンチ層化石雌型より作製した雄型ゴム模型

肋"伽脆〃α8sP･aff･β.加ま｡肋ま伽8θSc0TTx1アウロｰラ層

〃ツ棚｡肋∫加ゐ左α切∫(Sc皿0TH別M)×O.8ボッキｰジャス層

"o鮒"刎伽sP･aff.1･cψφ♂MANTELL×1ブｰグ層

〃｡c〃α刎洲(P"γc〃α閉伽)sp.cf.工(R)〃α伽〃3L0GAN×0.9ペン層

∫η･･舳舳∫("αgα伽･α舳･)･P.･f.1､(〃.)･伽吻伽燃(Sc肌むTER)･O.7

サンヴィセンチ層

1985年1月号�
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田中啓策

る.したカミって本属は下部～中部セノマニ

アンに対比される.ちなみに近似のイノセ

ラムスは日本でも下部セノマニアンから産し

ている.本属からは現在のところ上部セ

ノマニアンを指示する特徴化石が見いだされて

いない.この点は上位のボッキｰジャス層

との不整合関係に対して傍証と校るであろう.

ボッキｰジャス層年代を指示する化石とし

てイノセラムスの仲間で世界の諸地域にお

いて示準化石となっているミチロイデス･ラビ

アｰタスが従来より知られている.本属か

ら採集したイノセラムス類の化石が所蔵標本

中に多数含まれている.これらのイノセラム

ス類は概略的にみて3層準から産した.下

位層準から前記のミチロイデス･ラビアｰタス

(写真3-5日本でも諸所の下部チュｰ回ニアン

(Tu･onian)から産する)が採集された･中位

層準からラマルキ群のイノセラムス米国西部

内陸地域の示準化石ミチロイデス･ラｰタス

に近縁の種(写真2-6)が得られた.上位層

準からは米国西部内陸地域の示準化石イノ

セラムス･ヘルプレタスに近縁の種が採集され

た･これらの3層準はそれぞれ下部チュｰ

ロニアン中部チュｰロニアン上部チュｰ口

写真4サンヴィセンチ層崖〃0cθ7α刎〃8(P1α似θ閉刎〃∫)舳伽1α一

ま｡ψ〃｡α切8ROEM瓦R×0.7

写真5ペン層崖ηθ1α〃α72"α4伽θ5YOUNG×0.5

左側面右腹面

地質ニュｰス365号�
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二アンに属する.

サンヴィセンチ層ボッキｰジャス層と同じように

所蔵標本中に本属産のイノセラムス類の化石が多数含

まれている｡所蔵標本中の年代決定に重要な化石は

概略的にみて5つの主要な層準から採集された､下位

層準は二枚員のディディモチス(写真3-3)を産した.

第1中位層準からミチロイデス(?)･スタントニ(放射

状の肋をもたない)に比較される種が採集された一策2

中位層準から得たイノセラムスは米国西部内陸地域の

示準化石イノセラムス(マカディセラムス)･サブクワ

ドラｰタスに比較される種(写真3-8)である.この

イノセラムスはすでに産出が報告されている.下位

層準は下部コニアシアン(Coniacian)に対比される.

第1中位層準はおそらく中部コニアシアンに第2中位

層準はおそらく上部コニアシアンに属するであろう･

次に第1上位層準はサイクロイデス群のイノセラム

ス(プラチセラムス)を産する･第2上位層準から採集

された化石にはアンモナイトのテキサニテス(テキサ

ニテス)･テキサナスに比較される種二枚貝のイノセラ

ムス(プラチセラムス)･ウンデュラトプリカｰタス(写真

4)があり両者の産出はすでに報告されている･前

者のアンモナイトはテキサス州中部の示準化石である.

後者のイノセラムスに酷似したものが日本ではイノ

セラムス(プラチセラムス)･ジャポニクスの種名で呼ば

れ各地の上部サントニアン(Santonian)(この場合サ

ントニアンを2分)から産している.第1～第2上位層

準は下～中部サントニアンに対比される.

ペン層所蔵化石標本中の年代決定に有効た化石は

化石層序的にみて2層準から採集された.下位層準

から産したイノセラムスはイノセラムス(プラチセラ

ムス)･プラチナスに比較される(写真3-7).上位層

準から得た大型のアンモナイトはプラセンチセラス･

ミｰキデラワレラ･デインイ(写真5)に同定された.

両種律2地点それぞれにおいて共産している･下位層

準はおそらく上部サントニアンに属し上位層準は下部

カンパニアン(Ca血panian)に対比される.なお二

枚貝のエクソジラ･ボンデロｰザ(写真6-2)はこれ

まで本属から最も多産してきた化石である一

以上に述べたことから所蔵化石標本の産出地層の年

代は第3表に示した通りとなる･この表からわかる

ように新たに発見された化石によって若干の地層に

ついて比較的詳しい年代を知ることができた.

最後にイダルゴ州のエノレドクトｰノレ層ソヤタル層

メンデス層それぞれの化石についても述べよう.

エルドクトｰル層おもに石灰岩からなり厚さは

100～900肌本層から採集した腹足類のネリネア(写

1985年1月号

第3表コアウイラ地方白亜系の対比

�国際区分��層序区分�

��(上部)��

��(下部)一1一一一一�アダハ層�

�カンパニアン���

��下部��

���ペン層�

��上都��ガ

上�サントニアン�一一一一'i��ノレ

部��中一下部��

��上部�サンヴィセンテ層�フ

白�コニアシアン�中音盾��

��下部��統

亜��上部��

系�チュｰロニアン�申部�ボッキｰジャズ層�

��下部��

��中一下部�ブｰダ層�

�セノマニアン���

��下部�デルリオ層�

��上部�サンタエレｰナ層�

����コ

��上部��

��中部�スｰピｰクス層�マ

���デルカルメン層�ン

下�アルビアン�(中部)��チ

���'アレフォン�

���キャニオン層�工

部��一一一一■一��

����統

白��下部�グレンロｰズ層�

亜����

��'上部�ラペｰニャ層�

系��一■.一i一��

�アプチアン���コ

���クピド層�ア

����ウ

�`一i一一一i一�一1.一一■��イｰ

����フ

�(バレミアン)���統

���プエルトリコ層�

��f､大け研蒔什片煙太が六･いので稚央の肘トトにムンづいか?��

)内は所蔵化石標本カないのて従来の対比にもとついた?

真6-1)多種の厚歯二枚貝の化石が所蔵標本中に含

まれている.本層は中部アルビアン～下部セノマニア

ンに対比されている(セジャｰスト1コｰムSEGERsTR0M1

���

ソヤタル層おもに石灰岩からなり厚さはO～300

m.これまでに二枚貝のミチロイデス･ラビアｰタ

スディディモチス(?)の産出が報告され概路的にチ

ュｰロニアン～コニアシアンに対比されてきた(セジャ

ｰストロｰム1962)｡所蔵標本中には本層から採集

されたアンモナイトのスカラリテスポリプチコセラス

スカフィテスオトスカフィテスかある.これらのア

ンモナイトはすべて未報告のものであるが上亀の年

代に矛盾しない･ちなみにスカラリテスと同定した

アンモナイトは本邦のチュｰロニアン～コニアシアン�
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周中啓策

地質ニュｰス

365号�
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第2図

アンモナイトの形態区分

1.装飾型前面側面

2.平滑型前面側面

3.円盤型前面側面

4.異常巻き型

5.異常巻き型

�

から産するスカラリテス･ミホエンシス(∫cα1〃伽8刎仁

ゐ｡θ〃ぬMATSUMOTO)に似ている.

メンデス層ソヤタル層をおおうが一方明瞭な不整

合を示さたいでエルドクトｰル層の上に重なることも

.ある.泥灰岩に富みコニアシアン～マストリヒチア

ン(Maast･ichtian)に対比されている.所蔵標本中に

はイノセラムス(プラチセラムス)･サイクロイデスの

仲間アンモナイトのノワキテスがある･

化石産出地層の岩相及び化;百相の特徴

コアウイラ地方の白亜系は堆積輪廻の観点から層

序的に下位から上位ヘコアウイラ統･コマンチェ統及び

ガルフ統に分けられる.層序単位の名称には従来の

報告にしたがって統を用いたがこれは層群におきかえ

た方が適当である.コアウイラ統はコマンチェ統に整

合であるがコマンチェ統はガノレフ統と平行不整合関係

にある.白亜系は全体として石灰岩に富んでいるが

ガノレフ統ではコマンチェ統に比べて石灰岩が少なくなり

泥灰岩やチョｰクカミ増してくる･したがってコマン

チェ統よりもガルフ続の方で海進の規模が大きかったと

いえるであろう.

化石についてはアンモナイトはガルフ統よりもコマ

ンチェ続の方に多くこれに対してイノセラムスはガノレ

フ続の方に多い･アンモナイトに関しては形態上

装飾型･平滑型･円盤型･異常巻き型に大別される(第

2図).装飾型は殻が比較的厚く装飾が強く経巻き

である.この型のアンモナイトにはヒパガントプリ

テストウビライセラス(写真2-1)モルトニセラス

(写真3-1)テキサニテスデラワレラ(写真5)など

がある.平滑型は殻が比較的薄く装飾がないかま

たは弱くてウｰリゲラビュｰダンチセラス(写真3

-4)で代表されるが両者は比較的密巻きである.

円盤型のアンモナイトにはエンコノセラスアドキンシ

テス(写真2-32-4)がある･異常巻き型では螺

環の巻きがいろいろの程度に解けておりアウストラリ

セラス(写真2-2)イディオノ･ミナスマリｰラス

カフィテスポリプチコセラスなどがこの型に属する･

これら諸型のアンモナイトの生活圏は大局的にみて

装飾型と異常巻き型が浅海域平滑型が沖合域円盤型

が極浅海域と推定されている･コアウイラ地方の白亜

系のアンモナイトでは装飾型が圧倒的に優勢で平滑

型はごくまれであり異常巻き型もごくわずかに認めら

れる.この点は白亜系が岩相や随伴化石からみて総

体的に浅海相であることと符合する.さらにアンモ

ナイトを含めた軟体動物化石群の内容をみると米国の

テキサス州や西部内陸地域産のと共通のあるいは近似

した種が少なくない.

次に化石標本産出地層のうち代表的な地層を中心に

岩相と化石相の特徴のあらましを述べる｡コマンチェ

統のうち石灰岩を主とする地層は下部のグレンロｰズ

層上部のサンタエレｰナ層で代表される･グレンロｰ

ズ層からは装飾型アンモナイトが採集されたが従来

より沿岸浅海生の二枚貝や巻貝･装飾型アンモナイト･

ウニ･大型有孔虫(オルビトリナ0･肋｡κ舳)狂と多彩な

化石の産出が報告されている.サンタエレｰナ層では

厚歯二枚貝(rudistid)が最もふつうに産する化石であ

る.

一写真6

メキシコ産白亜紀巻貝･二枚貝化石

1Nθ7加θαsp.×O.8エノレドクトｰル層

2Eπog〃α(亙北｡酬7α)ヵ｡〃〃08αR0RMERx0.8ペン層

1985年1月号

a左殻外面b左殻内面�
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因中替策

コマンチェ統のうち泥灰岩や頁岩に富む地層は最下

部のラペｰニャ層比較的上部のスｰピｰクス層が代表

的である.両層から多数のアンモナイトが採集され

装飾型が優勢でほかにごくわずかながらも平滑型･円

盤型･異常巻き型もある･スｰピｰクス層からはア

ンモナイト以外に多種の二枚貝･巻貝･ウニが報告さ

れている.

コマンチェ統では全体として陸棚浅海相が卓越して

いる.最下部のラペｰニャ層はコアウイラ統上部のク

ピド層に比べて深い公海性の環境を示し上部のサンタ

エレｰナ層は海退相を示す･なおアウロｰラ層はグ

レンロｰズ層からデルカルメン層にいたる地層と同時異

相でおもに石灰岩と泥灰岩からなりより深い海成環

境に堆積したと考えられている.本属から採集された

アンモナイトには装飾型と平滑型がある.

ガノレフ統は主部が泥灰岩･チョｰク･石灰岩･粘土

岩などからなる.最上部のアグノ･層には海生軟体動

物化石が含まれているが一方石炭層や陸成堆積物もみ

られる.ガノレフ続の下部を占めるボッキｰジャス層は

下位のブｰグ層に対して新たな海進を示す地層である.

一方アダハ層はガノレフ統自体で構成された堆積輪廻層

における海退相を代表し上位の第三系に不整合におお

われる.ボッキｰジャス層からは多数のイノセラム

スが採集されたがこれまでに平滑型や異常巻き型のア

ンモナイトも知られている･サンヴィセンチ層の下部

を占めるコニアシアンの部分からはイノセラムスや殻

がきわめて薄いディディモチスが得られた.本属の基

底部近くからはコニアシアンの年代を指示する装飾型

アンモナイトのペロニセラス(Pθ･o伽舳8)の産出が報

告されている.サンヴィセンチ層の上部を代表するサ

ントニアンの部分その上位のベン層からはイノセラ

ムスのほかに装飾型アンモナイトが採集されまたペン

層から円盤型のアンモナイトも得られた.さらにペ

ン層において最もふつうに産する化石は二枚貝のエク

ソジラ･ボンデロｰザ(カキの仲間)である､この二枚

貝化石は上位のアダハ層からも最もふつうに産してい

る.

次にイダルゴ州の白亜系の岩相･化石相について述

べよう｡エルドクトｰル層は浅海性のバイオストロｰ

ム相の石灰岩で特徴づけられる.この種の石灰岩には

多種の厚窟二枚貝(･udi･tid)や巻貝のネリネアが最も

豊富である･ガルフ続の下部を代表するソヤタル層は

泥質石灰岩に富み化石に乏しい.この地層からは

未報告の数種の異常巻き型のアンモナイトが採集された.

特にスカラリテスとポリプチコセラスはメキシコ湾

岸地域に未報告のもので古生物地理上環太平洋区

(特に西側の日本)の要素と関連している点で注目され

る.

おわりに

本邦ではメキシコ産白亜紀化石を所蔵している大学

や研究機関はあまりないものと思われる.また所

蔵標本中には当地域から未報告の種類がかなりあり産

出地層の一部について比較的詳しい年代を知ることカミで

きた.このような次第でここに所蔵化石標本の内容

を紹介し標本の地質学的背景について報告した.こ

れらの標本が研究資料として活用されれば幸いである.

この報文を公表するにあたって金属鉱業事業団の御

配慮に深く感謝する.また化石の同定については

国立科学博物館小畠郁生博士より御助言と御便宜を頂い

た.ここに記して厚く感謝の意を表する.
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巨xpl◎rerRidge(カナダ沖)から熱水鉱床発見される

カナダ政府の発表(1984･8.28)によれば北東太平洋バン

クｰバｰ島沖のエクスプロｰラ(Explorer)海嶺において銅

および亜鉛の硫化物よりなる熱水鉱床が発見された.

この発見はカナダトロント大学のS.D.スコット教授を

主席研究員とする調査チｰムによるもので調査にはカナダ

政府の水産海洋省に所属する3人乗り潜水調査船Pisces1Vと

その母船M･V･Pandora皿か使用された.調査された海

域は北部バンクｰバｰ島西方沖約200kmに位置するエクスプ

ロｰラ海嶺でカナダの排他的経済水域内にある.この海嶺

は先に硫化物鉱床の存在カミ報告されている米国西海岸沖のゴ1レ

ダ海嶺ファンデフカ海嶺の北方に位置しており片側拡大速

度が約2.1cm/年と見つもられている.この海嶺からはす

でにGRILLら(1981)によって水深3000-3200mのリフ

ト谷から熱水性のノントロナイトおよび鉄マンガン酸化物の

クラストの産出が報告されたことがある.また84年6月に行わ

れた潜水調査では生物学者の調査チｰムがMagic

Mountainと名づけられた海域で金属および硫化水索を含

んだ約350℃の熱水を噴出している噴出口を発見している.

今回発見された硫化物鉱床は水深1800-1950mと比較的浅

いところに産し17の鉱体からなるという.これらのうちの

1985年1月号

クロｰブメイノ崎氏より

3つは150-200mにひろカミる大規模なものでそのうち1つは

厚さか7mに達している･これらの鉱床は熱水噴出口に伴っ

ているが噴出口自体は現在は活動していない.採取された

･鉱石試料は陸上で現在採掘されているものとよく似た組織

組成密度を持っておりスコット教授らの試算によればエ

クスプロｰラ海嶺のうち今までに調査された海域だけで150

万tもの金属硫化物の存在が見つもられこれはこれまで発

見された現世の海底熱水1性鉱床では最大規模に達する可能1性が

あると報告されている.(文責湯浅)�


